
「７０
年
の
百
里
農
民
の
た
た
か

い
を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
た

め
に
」
と
碑
は
２
０
２
４
年
‐２月

１１
日
、建
立
さ
れ
は
―‐した
■
――日
本

国
憲
法
」
と
大
き
く
彫
ら
れ
た
９

条
の
碑
が
ど
つ
し
り
と
座
し
て
い

ま
す
。
あ
ず
き
色
の
ィ
ン
ド
産
御

影
石
に
、
日
本
国
憲
法
前
文
と
９

条
の
条
文
全
文
が
、
白
文
字
で
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
弁
護
士
団
体
、

９
条
の
会
、
農
民
団
体
、
政
党
な

ど
３‐
団
体
で
つ
く
る

「百
里
・
憲

法
九
条
‐‐の碑
」
建
立
実
行
委
員
会

が
取
り
組
み
ま
し
た
。
募
金
は
約

３
３
０
万
円
以
上
集
ま
り
ま
し

た
Ю

反
対
同
盟

の
運
動

な
ぜ
基
地
の

「ど
真
ん
中
」
に

碑
が
あ
る
の
か
…
。１
９
５
６
年
、

農
民
た
ち
は
防
衛
庁

（当
時
）
か

ら
百
里
基
地
建
設
の
た
め
と
し

て
、
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
８
戸
が

「戦
争
の

ら
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
一

基
地
を
は
さ
ん
で
向
か
い
側
に

あ
る

「９
条
の
丘
」
は
、
旧
海
軍

航
空
隊
の
射
撃
場
が
あ
っ
た
所
プ

こ
こ
も
運
動
で
守
っ
た
土
地
で

す
。小
高
い
丘
に
，
日
「
衛
」讀
ヒ

「は
」
里
歴

「法
」
「違
」
「反
」

の
８
文
字
。
１
文
字
２
畳
分
の
大

看
板
は
、
１
９
７
６
年
に
設
置
、

２
０
２
２
年
に
更
新
し
ま
し
た
。

優
さ
ん
は

「隊
員
は
毎
日
、
見
た

く
な
く
て
も
文
字
を
見
ち
ゃ
う
。

戦
闘
機
が
飛
び
立
つ
と
き
に
見
え

る
」
と
い
い
ま
す
。

基
地
の
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
狭
い

道
を
走
る
と
、
大
き
な
弾
薬
庫
が

見
え
て
き
ま
し
た
ｆ
基
地
の
裏
門

前
を
過
ぎ
る
と

「平
和
の
問
」
が

あ
り
、
「百
里
平
和
公
園
」
へ
入

り
ま
す
ザ
公
園
内
に
は
百
里
稲
荷

神
社
や
展
望
台
が
あ
り
ま
す
。
基

地
を
， 望
で
き
誘
導
路
を
徐
行
す

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
目
が
合
い
そ
う

で
す
。　
　
　
　
　
　
●
　
．・

信
頼
で
き
る
党
を

毎
年
２
月
Ｈ
日
に
は
同
盟
主
催

の

「初
午
ス
う
ま
）
ま
っ
り
」
が

開
催
さ
れ
，
全
国
か
ら
４
０
０
人

以
上
が
集
結
し
ま
す
。
赤
飯
と
御

神
酒
（お
み
き
）
が
振
る
ま
わ
れ
、

平
和
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
滑
走
路
が
増
設
さ

れ
民
間
の
茨
城
空
港
が
開
港
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
新
た
な
滑
走
路
の

建
設
計
画
が
あ
り
ま
す
。
優
さ
ん

は
「
民
間
機
用
と
し
て
新
た
な
滑

走
路
を
得
る
こ
と
で
、
戦
争
の
た

め
の
基
地
機
能
の
拡
張
に
つ
な
が

る
■
と
懸
念
し
ま
す
。

「９
条
に
は
『武
力
を
持
た
な

い
』
と
書
い
て
あ
る
「
敵
基
地
攻

撃
ミ
サ
ィ
ル
の
配
備
な
ど
言
語
道

断
だ
。
基
地
周
辺
住
民
の
平
和
的

生
存
権
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
国

民
の
生
活
費
を
削
っ
て
大
軍
拡
を

進
め
る
高
市
政
権
を
倒
す
に
は
、

半
世
紀
以
上
の
百
里
の
た
た
か
い

の
中
で
↑
一
番
信
頼
で
き
る
共
産

党
の
議
席
を
総
選
挙
で
増
や
さ
な

い
と
い
け
な
い
」

70年のた|たかい発展させるため

茨城空港 九条Q丘
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どうしりとした 9条の
碑 を背 に梅 澤優 さん
(右)と梅澤田鶴子さ
ん=茨城県小美玉市

内
臓
が
し
び
れ
る
よ
う
な
爆
音
を
と
ど
う
か
せ
る
・‐‐Ｆ
‐１２
戦
瀾

機
。
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

（茨
城
県
小
美
玉
市
）
の

「
へ
そ
」

の
部
分
に
９
条
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
唯

一
の
基
地
中
の
碑

で
す
。
「憲
法
９
条
を
持
つ
国
と
し
て
ミ
サ
イ
ル
配
備
は
憲
法
違

反
」
と
建
立
し
た
人
た
ち
は
抗
議
の
声
を
上
げ
、
総
選
挙
で
憲
法

を
守
る
共
産
党
を
伸
ば
そ
う
と
訴
え
て
い
ま
す
。

（遠
藤
寿
人
）

た
め
に
は
三
度
と
土
地
は
売
ら
な

い
」
と
拒
み
ま
し
た
。
市
民
団
体

「百
里
基
地
反
対
同
盟
」
な
ど
は

一
坪
地
主
運
動
を
展
開
。
自
衛
隊

は
滑
走
路
に
続
く
誘
導
路
を
「く
」

の
字
に
曲
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
守
ら
れ
た
土
地

（約

２
５
０
０
平
方
厨
）の
一
部
が
「百

里
平
和
公
園
」と
し
て
整
備
さ
れ
、

碑
は
そ
の
一
角
に
あ
り
ま
す
ず

同
基
地
反
対
同
盟
員
の
梅
澤
優

（ま
さ
る
）
さ
ん

（７６
）
と
妻
の

梅
澤
田
鶴
子
さ
ん
に
案
内
し
て
も

平
和
の
丘
に
設
置
さ
れ
た
大

看
板
＝
茨
城
県
小
美
玉
市


